
＜
o
一
．
画
く
●
冒
。
崔
§
器
ま
。
山
巴
ρ
　
一
）
9
・
「
］
♂
O
巴
琶
簿
一
2
〈
o
一
．
＜
・
ド
咽
畠
聖

げ
。
箪
二
g
岱
【
こ
ご
9
己
の
同
ご
。
裁
⑦
≡
ρ
喝
鴛
嗣
■
O
a
営
㊦
陣
8
琳
　
ノ
N
o
♂
＜
ピ
H
・
o

温
く
回
二
重
。
一
¢
〔
前
川
貞
次
郎
〕

　
　
　
　
○
左
孕
津
一
を
馬
脚
る
國
々

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
下
棚
讐
共
著

　
現
時
の
緊
迫
し
た
國
際
情
勢
は
先
づ
我
々
を
し
て
こ
の
世
界
的
危
機
に
登

場
し
て
來
る
諸
國
の
事
情
に
就
い
て
認
識
す
る
必
要
を
感
ぜ
し
め
る
。
而
し

て
我
等
の
痩
目
の
一
牛
が
太
弔
洋
に
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
さ
う

し
た
窟
壊
に
於
て
小
野
教
授
。
別
技
交
學
士
の
共
著
に
な
る
「
太
李
洋
を
饒

る
満
々
」
は
極
め
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
叙
述
は
前
篇
と
後
篇
に
分
か
た
れ
、
前
篇
に
於
て
は
先
づ
太
亭
洋
が
世
界

史
の
舞
藁
に
登
場
し
て
く
る
過
程
か
ら
始
ま
っ
て
そ
の
自
然
と
入
、
交
通
、

精
瀞
文
化
、
三
際
關
係
の
展
整
の
順
序
で
述
べ
ら
れ
て
み
る
。
後
篇
に
於
て

は
太
平
洋
を
縫
る
國
々
の
現
状
が
明
か
に
さ
れ
て
居
り
、
各
圃
に
就
い
て
そ

の
自
然
、
人
種
、
羅
史
か
ら
政
治
状
態
、
纏
濟
事
情
に
至
る
迄
極
め
て
要
領

よ
く
簡
箪
に
纒
め
ら
れ
て
る
る
。

　
本
書
の
特
色
の
一
と
し
て
は
そ
れ
が
極
め
て
す
ら
く
と
且
興
味
深
ぐ
需

か
れ
て
る
て
非
常
に
讃
み
易
い
こ
と
が
畢
げ
ら
れ
る
。
綴
者
も
亦
太
書
に
引

き
ず
ら
れ
て
一
氣
に
最
後
ま
で
讃
ん
だ
一
人
で
あ
る
。
殊
に
無
昧
乾
燥
で
あ

る
べ
き
統
計
が
文
章
の
申
に
紐
入
れ
ら
れ
乍
ら
、
少
し
も
さ
う
し
た
感
じ
を

抱
か
せ
ら
れ
な
い
。

　
本
書
が
極
め
て
解
り
易
く
、
且
要
領
よ
く
麗
め
ら
れ
て
る
る
こ
と
は
太
占

紹

介

洋
及
び
そ
れ
を
量
る
早
々
に
就
い
て
の
常
識
を
一
般
人
に
與
へ
る
と
云
ふ
本

書
の
目
的
を
充
分
に
蓬
せ
し
め
て
み
る
Q
臼
本
の
軍
縮
腕
退
と
共
に
世
界
餐

國
の
關
心
は
太
早
洋
に
集
ま
っ
て
み
る
Q
こ
の
際
我
々
臼
二
人
が
太
弔
洋
を

回
る
國
々
の
現
駄
を
知
っ
て
置
く
こ
と
は
最
も
必
要
で
あ
ら
う
。
そ
の
意
昧

に
於
て
本
書
は
三
門
家
に
の
み
で
な
く
、
又
一
般
の
人
々
に
も
趣
昧
と
實
盆

を
藻
ね
た
も
の
と
し
て
推
賞
出
來
る
。
　
（
四
六
版
七
一
四
頁
、
定
償
蓼
圓
八

拾
銭
　
章
華
三
三
行
）
　
〔
安
藤
〕

○
考
古
墨
論
叢
（
第
「
輯
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
古
學
．
研
究
會

　
考
宵
學
の
分
野
に
於
け
る
熾
烈
な
る
研
究
者
に
よ
っ
て
守
り
育
て
ら
る
べ

き
專
門
難
誌
と
し
て
あ
ら
は
れ
た
本
論
叢
は
、
そ
の
題
籏
を
濱
田
先
生
よ
り

與
へ
ら
れ
、
そ
し
て
そ
れ
の
獲
展
性
を
將
來
に
持
つ
も
の
と
し
て
の
感
を
深

か
ら
し
め
る
。
今
第
｝
鰻
　
の
内
容
を
示
し
て
來
る
べ
き
第
二
輯
以
下
の
内
容

の
獲
展
を
期
待
す
る
Q

　
　
　
　
内
　
　
容

　
　
　
、

　
一
　
美
術
史
と
考
古
學
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
潟

　
二
、
西
南
臼
本
羅
文
土
器
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
森

　
一
『
慶
光
明
山
寺
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
国

　
四
、
，
古
代
支
那
動
物
模
檬
特
に
三
代
古
銅
器
模
檬
の
湖

　
　
　
源
と
そ
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
村

　
五
、
ニ
コ
ル
ス
キ
…
「
婦
長
甑
更
墨
・
方
法
弧
㎜
」

（
季
刊
、
菊
版
一
五
〇
頁
、
年
金
参
圓
）

第
ご
十
一
谷
第
二
號
　
　
四
三
九

丈定敏
衛男雄

清
兄

翻
津
正
志
謬

（ell）



紹

介

○
日
勺
霧
。
。
Φ
π
ピ
印
○
伽
毒
ヨ
5
9
6
臨
冒
巳
窪
駕
．

　
　
　
　
　
　
　
　
窓
。
ω
8
二
目
①
温
ゆ
α
蔓
鎚
島
一
り
q
。
9

　
近
寅
…
、
黒
海
滑
襟
に
於
け
る
彩
色
十
｛
器
は
ス
ー
サ
・
ア
ナ
ウ
等
の
其
と
同
様

に
古
代
文
化
更
研
究
の
上
に
大
き
な
寄
與
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
キ
エ
フ

の
近
傍
な
る
ト
リ
ポ
リ
エ
に
て
護
煩
せ
ら
れ
た
此
種
の
土
器
な
ら
び
に
そ
れ

等
を
含
む
遣
蹟
に
凝
す
る
報
轡
は
ソ
聯
の
考
古
學
機
關
土
日
鐸
亀
に
載
せ
ら

れ
た
る
論
文
を
以
て
唯
一
の
も
の
と
し
た
Q

　
こ
の
際
に
あ
っ
て
ソ
聯
物
質
文
化
更
ア
カ
デ
ミ
ア
紀
要
と
し
て
出
版
せ
ら

れ
た
る
木
書
は
先
づ
全
文
三
三
に
な
る
燕
を
以
て
我
々
の
よ
り
近
づ
ぎ
や
す

い
竜
の
と
な
っ
て
み
る
。

　
本
書
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
キ
エ
フ
の
近
傍
ト
リ
ポ
リ
ェ
に
行
は
れ
た
獲
晶
晶

中
そ
の
土
器
の
研
究
で
あ
っ
て
、
全
書
を
七
章
に
わ
か
ち
第
一
章
に
於
て
は

ロ
シ
ヤ
に
於
け
る
考
古
學
護
掘
史
及
そ
の
研
究
史
を
あ
げ
て
み
る
。
次
で
ロ

シ
ヤ
國
内
に
於
け
る
各
地
の
博
物
館
に
あ
る
パ
セ
ッ
ク
氏
の
と
り
あ
つ
か
っ

た
材
料
を
明
示
し
て
第
三
章
に
入
っ
て
之
が
詳
細
な
る
研
究
を
行
っ
て
次
の

如
ぐ

　
ω
の
a
o
躍
が
　
O
曾
§
】
一
臼
①
か
誓
「
㌶
o
o
勺
。
圃
｛
ρ
か
θ
魯
回
膏
塗
。
三
聖
俸
窪
興
鋤

　
　
　
　
　
　
℃
o
ぎ
慈
「
①
ヨ
8
0
0
｝
監
9
ご
¢
f
六
型

　
ω
⑦
o
笥
g
ρ
　
O
曾
鶉
ヨ
置
戸
お
～
F
勝
。
鼠
。
巨
畦
9
い
至
剛
馨
冨
円
①
宮
ぐ
。
ε
o
岩
ρ

　
　
　
　
　
　
一
五
型

　
浴
a
o
昌
ω
ψ
　
O
三
二
臨
ρ
器
鐘
。
・
ξ
欝
8
一
蕾
㊦
9
沖
。
＝
】
僻
琶
2
雰
氏
。
ご
㈹
話
線
。

　
　
　
　
　
　
一
二
群
℃
o
貯
δ
f
入
型

　
ω
①
o
二
g
命
　
O
②
§
回
5
戸
H
o
9
導
。
峯
ρ
問
Ω
二
蔦
〇
一
再
o
皿
㌶
お
島
2
℃
δ
－

第
ニ
ナ
一
巻
　
第
二
號
　
　
鰻
四
〇

　
　
　
　
　
　
h
§
9
。
・
魯
甑
σ
q
o
一
Φ
㎝
窪
貫
p
爵
号
蕊
一
ゆ
超
。
・
＄
諺
①
q
ロ
瓢
か
8
罫

　
　
　
　
　
　
l
i
一
型

　
恥
8
に
。
謁
い
ψ
　
O
驚
舞
監
臼
一
σ
臣
。
・
護
塗
。
窪
。
・
〔
甑
欝
幹
一
1
四
型

の
玉
出
二
十
四
型
の
労
類
を
試
み
て
み
る
。
次
で
こ
れ
ら
土
器
全
町
を
通
じ

て
の
概
…
槻
を
な
し
土
器
の
編
年
を
考
へ
、
最
後
の
第
七
章
に
於
て
鰍
麗
と
の

聯
醐
の
上
に
於
て
こ
の
ト
リ
ポ
リ
エ
土
器
の
考
察
を
行
っ
て
結
論
と
な
し
て

み
る
の
で
あ
る
。

　
彼
は
こ
の
結
論
に
於
て
、
物
質
交
化
遣
物
は
完
全
に
そ
の
段
階
の
交
化
を

反
映
す
る
と
は
い
へ
な
い
と
し
て
、
ト
リ
ポ
リ
エ
の
文
化
の
同
展
の
諸
段
階

は
纒
濟
的
、
赦
會
的
護
展
を
理
解
せ
ね
ば
充
分
に
之
を
理
解
す
る
事
が
で
き

な
い
。
ト
リ
ポ
リ
エ
丈
化
．
は
攻
鰍
に
獲
回
し
て
み
て
、
銅
石
併
用
期
か
ら
初

ま
り
青
釦
．
期
に
終
を
つ
げ
て
み
る
。
そ
の
爾
撒
個
の
段
階
を
存
し
て
贋
り
、

昏
段
階
閲
は
時
間
的
に
は
緩
漫
に
長
い
纏
遍
を
有
し
て
み
る
り
そ
し
て
そ
の

馳
會
は
纏
濟
的
に
は
農
耕
で
あ
り
、
入
口
は
難
か
で
あ
る
。
且
つ
そ
の
丈
化

の
地
域
ほ
廣
大
で
あ
る
9
そ
し
て
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
昏
段
階
の
文
化
は
互

に
重
さ
な
り
あ
っ
て
み
る
事
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
交
化
は
ド
ニ
エ
ス
ト
ル

河
、
ド
ニ
エ
プ
ル
河
、
黒
海
沿
燦
を
中
心
と
し
て
、
，
東
叉
は
爾
東
に
獲
展
を

つ
蛭
け
て
行
っ
た
ら
し
い
Q
そ
れ
は
中
鰍
に
ま
で
及
ん
で
み
る
事
を
示
し
て

み
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
文
化
の
起
原
は
恐
ら
く
は
ダ
ニ
ユ
ー
ブ
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
中
殴
の
地
に
求
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
彼
は
か
く
の
如
く
に
推
論
し
、
そ
の
聞
G
・
チ
ャ
イ
ル
ド
氏
を
初
め
鰍
洲
の

諸
學
者
に
甥
す
る
批
鋼
を
行
っ
て
み
る
。
そ
し
て
畏
後
に
チ
ャ
イ
ル
ド
氏
の

H
・
c
・
ご
五
〇
Q
年
以
前
を
以
て
こ
の
交
書
に
比
定
す
る
に
…
封
し
て
自
分
は

r£1嚢、



二
〇
〇
〇
年
を
以
て
ト
リ
ポ
リ
エ
文
化
最
後
期
に
當
て
ん
と
思
ふ
も
の
で
あ

る
と
結
ん
で
み
る
。

　
（
繍
…
頁
一
六
四
頁
、
一
二
二
圓
、
三
十
七
闘
版
、
表
一
枚
。
な
ほ
本
書
は

　
考
古
學
論
叢
第
二
輯
に
於
て
禰
津
正
志
氏
の
心
誤
が
．
護
表
さ
れ
る
で
あ
ら

5
）
〔
申
村
〕

彙

報

○
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
史
墨
科

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
一
年
卒
業
論
文
題
目

回
図
　
史
　
　
震
野
　
攻
　
　
（
十
晶
ハ
名
）

開
治
維
新
の
歴
史
的
意
義

原
始
蝿
宗
の
精
憩
傾
向

慈
圓
の
研
究

徳
川
初
期
に
於
け
る
排
耶
蘇
思
想

近
世
國
墨
・
者
あ
復
古
愚
想

上
代
氏
族
制
度
肚
會
に
於
け
る
諸
精
酔

徳
川
初
期
に
於
け
る
歌
舞
伎
の
護
達
に
就
て

徳
川
初
期
に
於
け
る
都
市
の
獲
達
i
濃
尾
地
方
i

糊
張
宋
仙
人
の
信
仰

閉
治
初
期
の
政
治
田
心
想

殉
死
の
↓
考
察

桃
山
時
代
と
藝
徳

　
　
　
　
　
．
麩
　
　
　
　
報

西田葛鰹罵小小三園

崎中見田田田倉葉津

憲姜辰艮一親慶專
雄一一馬臓吉郎雄信三

原
田
七
五
三
藏

臼
　
野
　
一
　
成

藤
田
本
太
郎

近
低
農
民
生
活
の
一
考
察

通
人
の
史
的
考
察

中
世
近
世
過
渡
期
に
於
け
る
武
家
法
令
に
就
い
て

率
土
桃
山
　
蒔
代
の
糺
會
と
統
制

　
　
　
東
洋
史
専
攻
　
（
七
名
）

漢
の
武
帯
の
財
政
政
策

階
唐
初
に
於
け
る
佛
教
思
想
の
一
考
察

愈
冨
繭
の
｛
腰
佛
に
就
い
て

パ
ル
シ
i
論

朱
代
に
於
け
る
解
顯

唐
朱
時
代
に
於
け
る
幅
建
の
開
叢

三
熱
打
を
中
心
と
す
る
女
蝿
勢
力
の
獲
展

　
　
　
西
洋
更
聴
攻
　
（
九
名
）

フ
ラ
ン
ク
王
閣
に
就
い
て

西
漸
蓮
動
と
交
通
（
南
北
職
孚
以
前
）

ア
テ
ナ
イ
に
於
け
る
氏
族
制
度
の
崩
壌

若村三蝿
楚松輪島

＝　芳

郎寛明進

蜂津維金伊

谷吉川谷藤

　孝正哲

固雄信雄恒

艮
比
聾
丈
夫

入
木
篤
太
郎

磯
部
濤

川
　
畠

佐
　
々

殴
沸
大
壷
勃
獲
に
封
ず
る
英
國
の
外
交
政
策
に
就
い
て

　
（
お
。
↓
年
…
日
。
ぽ
年
）

中
世
に
於
け
る
英
國
の
都
市
に
就
い
て

カ
チ
リ
ナ
陰
謀
纂
件
に
就
い
て

一
八
三
二
年
英
國
議
會
改
箪
に
就
い
て

フ
ラ
ン
ス
輩
丁
命
と
教
命
ロ

レ
貯
円
齢
ぎ
厨
」
臣
窪
の
麟
家
一
槻
に
就
い
て

　
　
　
　
　
第
二
十
一
巷
第
二
號

四
四
一

　　ハ　　不f＿

久雄郎

圷
懐
旧
彦

申
麗
恵
曉

山諸花仲
口弁村野
　　　彌
丹忠文壽

海政雄治

（　9，1；｝　）


